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世界の地熱開発動向（3/8）

図 世界の2000年以降の地熱発電タービンの発電方式・製造国の割合（Bertani, 2008によ
る）。80年代には日本製のシェアが90％であったが，バイナリーサイクル発電の割合が伸び
て来た分，日本のシェアは減少しつつある。
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世界の地熱開発動向（4/8）

図 2000年以降，バイナリーサイクル発電が地熱発電設備の約25％を占めているが，その
大部分はイスラエルのORMAT社製である（ORMAT Technologies Inc., Webより）。
ORMATの設備はランキンサイクルであり，作動流体にペンタンを使用。
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世界の地熱開発動向（5/8）

図 2000年以降，バイナリーサイクル発電が
地熱発電設備の約25％を占めているが，そ
の大部分はイスラエルのORMAT社製である
（ORMAT Technologies Inc., Webより）。 12



13

世界の地熱開発動向（6/8）

図 PureCycle Power System 
Model 280。いよいよ米国も国産
のランキンサイクル発電設備を
製造し始めた（Pratt & Whitney 
Power Systems, UTC, リーフ
レットより）。

図 New Mexico州。PureCycle Power Systemの発
電モジュール（1基200 kW）を50個連結して，現在1万
kW。 91から149℃の熱水で発電可能。将来は250個
にして，5万kWを目指している。 （Pratt & Whitney 
Power Systems, UTC, Webより）。




